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月間テーマ卓話 ロータリー財団委員会（大久保委員長）外部卓話 

地区ロータリー財団委員会 

 

 

 

 

報告者： 厚見和則幹事 

 

 「ウクライナ避難民への支援」について 

※１２月１４日の例会でウクライナ避難民の方の卓話を予定しています。その際の支援金について理事会で

審議し、ウクライナの学生 2 名にそれぞれ 3 万円、学生が通っている日本語学校に 4 万円を支援すること

となりました。また、卓話当日は募金箱を用意しますので、会員の皆様のご協力をお願いいたします。 

 「希望の風」支援ご寄付のお願い 

※地区大会で藤居ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰよりお話がありました「希望の風」奨学金について支援のお願いが届きました。

会員一人当たり、1,000 円/年の寄付をお願いしますとのことです。 

 世界米山学友会による「再開 in 関東」チャリティー奉仕リレー、みんなで参加海岸清掃のお知らせ 

※12/4（日）大洗サンビーチ 10:00 集合  参加は任意です。 

 

 本日のプログラム：  

 11 月 9 日例会報告（第 1597 回）  

◆ 幹事報告 

会報  No.14（第 1598 回） 2022 年 11 月 30 日（水）12:30～ 

第 2820 地区 大野治夫ガバナー 地区スローガン “enjoy life ～人生を楽しむ～” 

2022-2023  橋本壽郎会長スローガン 「楽しい奉仕活動で輪を広げよう」 
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報告者： 出席委員会 高阪委員長 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 出席報告 

‘２２ 年 1１ 月 ９日 例会 

会員数 出席免除者数 対象 

会員数 

出席者 欠席者 出席率 

（％） 

３６ ５ 

内出席２名 

３３ ２８ ５ ８４.８５ 

出席免除者（敬称略）：下線は例会出席 

清宮武雄、 高橋 昭、 中井英一郎、 大部 泉、 瀬谷利雄、  
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ｶﾞﾊﾞﾅ公

式訪問 観月例会
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報告者： ニコニコボックス委員会 藤田委員長 

 
『よろこびの言葉』 

氏名 よろこびの言葉 

橋本 壽郎 中村パストガバナー 本日は宜しくお願い致します。 

冨永 康修 卓話、楽しみにしています。 妻の誕生祝いありがとうございました。 

高阪 裕二 中村様、田中様 本日のピンチヒッター卓話をいただきありがとうございます。 

木村 正人 
昨日の皆既月食は大変きれいでした。 

我がロータリーもきれいに行ければと望みます。 

藤田 明英 
中村パストガバナー 本日の卓話宜しくお願い致します。 

田中様 ギネス記録おめでとうございます！ 

 

 
報告者： プログラム委員会 田中委員長 

 

◆ ニコニコボックス 

◆ 委員会報告 
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11/2 の例会で承認されたプログラムに、昨日（11/8）メールにてお知らせした本日のプログラム変更を反映

したプログラム（印刷物）を会員の皆さんのボックスに入れましたので、ご確認下さい。プログラムで、赤字で

記載されているものが新しく追加された部分です。また、黄色に塗りつぶされている部分は、内容又は日程

が未確定のものです。これらについては日程が決まり次第、お知らせ致します。 

 本日予定されていた水戸農業高校インターアクトクラブの卓話は、現在「調整中」の日程の中で行う予定で

す。中村パストガバナーには、急遽本日の卓話をお引受け頂き感謝致します。 

 

 

橋本和一郎会員 退会ご挨拶 

 
 

先週の理事会において、私の退会が承認されましたので、一言ご挨拶申し上げます。 

今年度副会長を拝命し、期首から先月の初めころまでは、田中宏和副幹事と共に次年度に向けて構想を

練っていたところ、突然の事態変化によりまして、止むを得ずクラブを退会することとなりました。会長さんと

幹事さんには詳しい事情をお伝えしてあります。副会長を拝命して会員増強に努めなければならないのに自

ら１名純減となってしまい、大変申し訳ございません。例会出席は本日が最後になりますが、クラブを離れて

も皆さまとのお付き合いをお願いいたします。 

東海那珂ロータリークラブには１０年余り参加し、その間、会員の皆様と親睦を深め、また数々の貴重な体

験をさせていただきました。この１０年余りの期間は私の人生において光り輝く期間であったと思います。 

  東海那珂ロータリークラブ会員の皆様のさらなるご活躍とクラブの今後の発展を願ってご挨拶とさせてい

ただきます。本当にありがとうございました。 

 

  

◆ その他 
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「地区委員の仕事について」 

卓話者： 中村澄夫 パストガバナー、 田中宏和 地区インターアクト委員 

    

中村パストガバナー                  田中地区インターアクト委員 

 

田中地区インターアクト委員 

 中村パストガバナーは今年度も地区の役職をたくさん担当されていますが、私も地区インターアクト委員を仰

せつかっていますので、前座としてお話させて頂きます。 

 そもそもインターアクトクラブとは何かと問われた場合、私は正確に回答できない状況でしたので調べてみま

した。その内容をご紹介します。 

 

●インターアクトクラブとは 

 インターアクトクラブは、奉仕と国際理解に貢献する世界的友好精神の中で相共に活動する機会を青少年に

与えるために結成される。入会できるのは高校に在学中の生徒または年齢 12 歳から 18 歳までの若い人であ

る。新しいインターアクトクラブの創立会員数は、最低 15 名となっているが、これは義務付けられているもので

はない。 

目標 

1) 建設的な指導力を養成し、自己の完成を図ること。 

2) 他人に対する思いやりと、他人の力になる心構えを奨励し、これを実践すること。 

3) 家庭と家族の重要性に対する認識を涵養*すること。 

4) 個人の価値を認める考え方に立脚して、他人の権利を尊重する観念を養うこと。 

5) 個人的成功のためにも、地域社会の改善のためにも、さらには団体としての業績を上げるためにも、各人

が責任を負うことがその基本であると強調すること。 

6) すべての有用な職業は社会に奉仕する機会であるとして、その品位と価値を認識すること。 

7) 地域社会、国家および世界の問題についての知識と理解を深める機会を提供すること。 

8) 国際理解と全人類に対する善意を推進するために、個人として、または団体として、進むべき道を切り開く

こと。 

本日のテーマ ： 会員卓話③ ロータリーを学ぼう② 
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インターアクトクラブは、一つの RC または数クラブによって結成され、提唱され、かつ指導監督され、そして

ガバナーによって確認された後、RI の証明と承認を得て設立される。その他の方法では、創立することも、維

持することもできない。 

 

出典：改訂第 3 版「ロータリー情報マニュアル」、RI 第 2650 地区マニュアル編集委員会、2010 年 8 月 

＊涵養（かんよう）：自然にしみこむように、養成すること。無理のないようだんだんに養い作ること。 

 

（追記） 

 卓話では、肝心の地区インターアクト委員会について、お話しませんでしたので、簡単に紹介致します。地区

インターアクト委員会は、インターアクトクラブの提唱クラブの 6 クラブ（水戸 RC、土浦南 RC、水戸西 RC、日立

港 RC、しもだて紫水 RC、東海那珂 RC）から各 1 名、合計 6 名で構成されています。主な業務はインターアク

ト年次大会の支援です。LINE のグループチャットで参加者等の情報を頻繁にやり取りしていました。現在は年

次大会が終了し一段落していますので、グループチャットでの連絡も全くない状況です。 

 

中村パストガバナー 

例会時の卓話依頼を受けて、会の皆様方に地区のパストガバナーとして身にしたことを少しですがお伝えし

たいと存じます。 

 

先ず、今年度地区より指名されました役職は 

・地区諮問委員会委員 

・奉仕プロジェクト青少年奉仕カウンセラー 

・ガバナー指名委員 

・拡大委員会委員 

・第 3 分区 IM リーダー 

・規程審議会補欠議員 

・地区大会登録委員会委員長 

などの様々な役を預かっております。 

 

各委員会においては、ロータリーの組織の強化、各委員による活動推進、社会からの信頼度の向上化など

を目的とした諸々の会議が開催されています。数々の会議に出席して、ロータリーの本質を理解された奉仕活

動を目指しての、意義深い活動実践に向けての日々です。更に年度における RI 会長のテーマ、そして地区ガ

バナーの方針等を伝えて各員各位の理解促進に努める状況です。 

各部門、各委員会は共にロータリアンの立場にて、長い期間に築かれました伝統を基とした奉仕活動を実

施され、対象とした若人達の人づくりの高度化や向上化など、国外を含めた多くの人達を対象とした活動に深

く関われますことを期待する一人であります。 

会員の皆様方は、今日まで自らの職務を通じて築かれました社会における高度な信頼性を持つ人として、

大きな期待の下にて選ばれてロータリーに加入された方々です。 

その強い力を更にまたロータリーの活動にも奉仕されて、ロータリーそしてクラブの発展と多くの人達の幸せ

を構築頂きますことを祈念致しまして短い卓話とさせて頂きます。 
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会 合 報 告 

報告者：桐嶋 健二 

会 合 名   クリスマス例会について 

形式及び目的  対面でクリスマス例会の実施について打合せ 

と   き   令和 4 年 11 月 9 日 

と こ ろ   勝田 笹月 

主 催 者   親睦活動委員会 

出 席 者   植野重男、藤澤亮、佐藤誠、高阪裕二、桐嶋健二 以上５名 

議 事     クリスマス例会について 

① 12/21 開催の準備状況について共有した 

② 参加案内の宛先について別途相談する 

 

 

次回例会 ： １2 月 7 日（水）１２：３０～ 年次総会＆卓話 

年次総会 ： 橋本壽郎会長 

卓話 ： 石井秀明直前会長  

例会を欠席する時は、必ず前日 12:00 までに事務局まで連絡のこと 

クラブ会報委員会：委員長 冨永康修／副委員長 桐嶋健二／委員 佐藤広道、橋本和一郎 

 

 

 

会合報告 


